
 

 

 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
更
な
る
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
現
在
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
依
頼
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
仕
組

み
を
、
体
系
的
に
再
整
備
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
」
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
個
人

や
団
体
、
組
織
な
ど
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
い
人
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と

し
て
い
る
団
体
や
組
織
な
ど
の
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
求
め
る
人
」
を
登
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
結
び
つ
け
る

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
を

よ
り
良
く
す
る
活
動
を
支
援
し
て
い
く
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芦屋町ボランティア活動センター通信 153 号 発行日 2025 年 12 月 1日 

発行者  

芦屋町ボランティア 

活動センター「りーど」 

発行所  

遠賀郡芦屋町中ノ浜１１－６ 

町民会館２階 

TEL 093-221-1011 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ 

～
ぼ
ら
マ
ッ
チ
あ
し
や
の
紹
介
～ 

申
し
込
み
書
類
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

今
回
の
運
用
開
始
に
合
わ
せ
、
遠
賀
川
に
生

息
す
る
、
出
世
魚
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ぼ
ら
」

の
よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
親
し
ま

れ
、
よ
り
使
い
や
す
い
仕
組
み
に
成
長
・
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
愛

称
を
「
ぼ
ら
マ
ッ
チ
あ
し
や
」
と
名
づ
け
ま
し

た
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
紹
介 

◆
芦
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
会
員
主
体
の
「
総
会
・
歌
と
踊
り
の
祭

典
」
や
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
、
町
民
全

体
を
対
象
と
し
た
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
」
、

ま
た
、
各
自
治
区
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
支

援
、
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
と
し
て
「
生
活

支
援
」
や
「
安
否
確
認
」
に
も
取
り
組
み
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
交
流
と
健
康
維

持
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

☆編集後記☆  
連日、各地で熊の出没が報じられ、深刻な被

害も生じています。自然環境の変化が、私たち
の日々の暮らしに大きな影響を及ぼしている
ことを改めて実感しました。大切な自然を守る
ために、私たちにできることは何かを考え、一
人一人の地道な取り組みが欠かせないと感じ
ています。（橋） 

★・令和８年２月７日（土） 

「年間活動結果のとりまとめ」 

★・令和８年３月７日（土） 

「活動報告会・修了式」 

※報告会はどなたでも参加できます。 

ご来場お待ちしています。 

・令和８年３月２８日（土） 

「手話体験講座」 

■英会話 
・ＡＥＧＣ(木 10:00) 

■福祉支援 
・芦屋町手話の会(水 19:00) 
・ハーティネットあいあい 
（視覚障がい者支援） (第 1 月 9:30)

■手作り教室  
・すみれ会〈洋裁〉 

(水 10:00) 

・さくら会〈洋裁〉 
(水 13:00) 

・でんでんむし〈布絵本〉 
(木 10:00) 

★各種団体活動（見学できます。詳細はお問い合わせください） 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る 

広
報
活
動
を
考
え
よ
う 

～
「
知
ら
せ
る
こ
と
」
か
ら 

「
つ
な
が
る
こ
と
」
へ
～ 

し
か
し
近
年
、
各
団
体
は
高
齢
化
が
進

み
、
さ
ら
に
情
報
技
術
の
急
速
な
発
展
に
よ

っ
て
、
広
報
を
担
当
で
き
る
人
が
減
り
、
地

域
の
善
意
や
努
力
を
広
く
伝
え
る
こ
と
が

充
分
に
で
き
な
く
な
っ
た
団
体
が
増
え
て

い
ま
す
。 

そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

で
は
、
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講
座

を
来
年
度
に
企
画
中
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
温
か
な
輪
を
よ
り
広

げ
、
地
域
全
体
の
情
報
発
信
力
を
高
め
る
た

め
、
広
報
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
共
有
し

ま
せ
ん
か
？ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
地
域
社
会
の
課
題

を
自
発
的
な
力
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
大
切

な
取
り
組
み
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お

け
る
広
報
に
は
、
た
だ
情
報
を
発
信
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
活
動
の
想
い
を
伝
え
、
共
感
と
協

力
を
得
る
こ
と
、
人
と
人
、
団
体
と
地
域
、
そ

し
て
心
と
心
を
つ
な
ぐ
と
い
う
、
重
要
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。 

広
報
が
充
分
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
よ
り
活
発
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
持
続
的
な
活
動
の
基
盤
を
支
え

る
重
要
な
柱
に
も
な
り
ま
す
。
広
報
充
実
が
組

織
の
発
展
と
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

今年度の活動予定 
（★はキッズ活動） 

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育

園
の
こ
ど
も
た
ち
が
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る

「
芋
ほ
り
会
」
の
た
め
、

畝
づ
く
り
、
植
え
付
け
、

水
や
り
、
草
取
り
、
収
穫

時
の
お
手
伝
い
な
ど
、

み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
楽
し
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。 

う
ね 


